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おもな内容

左から：吉村  瑞希[就農予定者]  31歳　真人35歳  夫妻(果樹・野菜)・
　　　　菅沼  祐介  26歳(野菜)・アララ・シェーン41歳(野菜)・
　　　　五味  洋大  36歳(野菜)

左から：佐野  哲也  56歳（野菜）・村松  梢[就農予定者]  39歳・ 
　　　　三井  敏矢  39歳（野菜）・米山  雅子  25歳（ブドウ育種栽培・野菜）・
　　　　雨宮  正和  46歳（野菜・果樹）・中村  公貴  40歳(野菜)

左から：山坂  勇樹  31歳（ブドウ）・井上  実  42歳（ブドウ）

写真：各ブロック新規就農者と就農予定者の皆さん（敬称略）

北ブロック管内 南ブロック管内

中ブロック管内
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農地利用最適化推進委員の主な３つの業務（農委法第 6条 2項に基づく）

委
員
長	

山
本
　
光
信

副
委
員
長	

萩
原
　
　
斉

副
委
員
長	

小
澤
　
　
博

　
改
正
農
業
委
員
会
法
の
施

行
に
伴
い
、「
農
地
利
用
の
最

適
化
」（
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
）
を
推
進
す
る
こ

と
が
農
業
委
員
会
の
必
須
業

務
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
現
在
の
農
業
委
員
会
の
意

思
決
定
を
行
う
農
業
委
員
と

は
別
に
、「
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
」
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
方
と
し
て
、「
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を
新

た
に
19
名
農
業
委
員
会
に
設

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
の
皆
様
と
連
携

し
、
担
当
区
域
に
お
い
て
農
地

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の

現
場
活
動
を
担
い
ま
す
。

第
23
期
農
業
委
員
を
代
表
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
農
業
委
員
会  

会
長

　
　
　	

西
　
名
　
武
　
洋
　

　
農
業
委
員
会
法
が
昨
年
改
正
施
行
さ
れ
、
市
長
の
任
命
に

よ
り
、
第
23
期
農
業
委
員
19
名
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
委
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
会
長
職
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
法
律
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
最
重
要

使
命
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
よ
り
、
農
業
と
農
地
そ
し

て
農
家
の
生
活
を
守
る
と
同
時
に
、
農
業
の
再
生
と
活
性
化

が
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
に
も
本
市
に
は
先
輩
の
皆
様
が
築
き
上
げ
た
「
農
地

銀
行
」
制
度
と
そ
の
活
動
が
基
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い

手
の
育
成
支
援
と
農
地
の
利
用
集
積
は
一
定
の
成
果
と
評
価

を
残
し
て
お
り
、
加
え
て
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
多
様
化
と
法
人
の
参
入
を

促
進
し
、
遊
休
農
地
の
活
用
と
耕
作
放
棄
地
の
抑
制
に
向
け
、

そ
の
使
命
が
果
た
せ
る
と
考
え
ま
す
。

　
甲
府
市
は
２
年
後
に
開
府
500
年
を
、
10
年
後
に
は
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
大
切
な
転
換
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
農
業
が
甲
府
市
の
魅
力
の
一
翼
を
担
え
る
様
、

本
市
農
業
再
生
と
活
性
化
に
向
け
、
策
定
中
の
「
甲
府
市
農

業
振
興
計
画
」
に
農
業
委
員
会
が
最
大
限
の
参
画
と
協
力
を

し
な
が
ら
、
本
市
の
農
業
振
興
と
発
展
に
、
委
員
が
一
丸
と

な
り
、
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

関
係
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
委
員
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
　
長
　
　
　
　
西
名
　
武
洋

会
長
職
務
代
理
者
　

　
　
　
　
　
　
　
柿
嶋
　
　
敦

北
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
保
坂
　
敬
夫

中
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
花
形
　
満
寛

南
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
土
屋
　
正
人

運 

営 

委 

員

福
島
　
昌
之
　
　
關
野
　
　
登

長
田
　
孝
夫
　
　
植
田
　
　
泰

萩
原
　
靖
彦
　
　
米
山
　
伸
一

※	

運
営
委
員
に
は
、
会
長
・
職
務
代
理

者
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
会
委
員
長
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
会
副
委
員
長
も

入
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

末
木
　
瑞
夫
　
　
森
　
　
信
二

落
合
　
洋
子
　
　
菊
島
　
　
建

小
林
　
雅
宗
　
　
土
屋
三
千
雄

平
澤
　
友
良
　
　
栁
澤
　
　
榮

渡
邉
　
初
男

※	

編
集
委
員
に
は
、
会
長
・
職
務
代
理

者
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
会

委
員
長
も
入
り
ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
紹
介

第
１
期
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
設
と
紹
介

第
23
期
農
業
委
員
会

新
体
制
ス
タ
ー
ト

担い手への農地集積・集約化

農地の出し手・受け手の掘

り起こしを行なうため、地

域で活動します。

耕作放棄地の発生防止・解消

農地の耕作状況の確認、農

地所有者への働きかけや、

利用関係の調整を行います。

新規就農・新規参入の促進

新規就農・参入者への相談

対応、参入後の支援活動を

行います。
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ＴＥＬ２６９－５３６０

ＴＥＬ２２８－５９８８

ＴＥＬ２６６－４０００

千代田

末
す え き

木　瑞
み ず お

夫

玉諸

田
た な か

中　由
ゆ み

美

右左口・上九

柿
かきしま

嶋　　敦
あつし

相川

保
ほ さ か

坂　敬
た か お

夫
ＴＥＬ２５３－５４８２

玉諸

落
おちあい

合　洋
よ う こ

子
ＴＥＬ２３５－５６５８

上向山

小
こばやし

林　雅
まさむね

宗
ＴＥＬ２６６－３６０４

千塚・池田

福
ふくしま

島　昌
まさゆき

之
ＴＥＬ２５１－１５３６

山城

西
に し な

名　武
たけひろ

洋
ＴＥＬ２４１－３５２８

下向山

長
お さ だ

田　孝
た か お

夫
ＴＥＬ２６６－４０７０

里垣

矢
や ざ き

﨑　正
まさかつ

勝
ＴＥＬ２３５－２１５３

山城

萩
はぎはら

原　爲
ためひと

仁
ＴＥＬ２３３－３９４３

白井

土
つ ち や

屋三
み ち お

千雄
ＴＥＬ２６６－４１９９

甲運

森
もり

　　信
し ん じ

二
ＴＥＬ２３７－２２２１

山城

關
せ き の

野　　登
のぼる

ＴＥＬ２４１－４２０８

上曽根

土
つ ち や

屋　正
まさひと

人
ＴＥＬ２６６－２７４７

山城

米
よねやま

山夫
ふ さ こ

佐子
ＴＥＬ２４１－２１７６

下曽根

山
やまもと

本　　一
はじめ

ＴＥＬ２６６－５２６６

大里

菊
きくしま

島　　建
たつる

ＴＥＬ２４１－２７５９

貢川・国母

花
はながた

形　滿
みつひろ

寛
ＴＥＬ２２６－４１２９

千代田

植
う え だ

田　　泰
やすし

ＴＥＬ２５１－８６５９

玉諸

栁
やなぎさわ

澤　　榮
さかえ

ＴＥＬ２３７－２８９０

中道南

佐
さ さ き

々木茂
しげたか

隆
ＴＥＬ２６６－３１８３

相川

山
やまもと

本　光
みつのぶ

信
ＴＥＬ２５３－８４２５

玉諸

萩
はぎはら

原　靖
やすひこ

彦
ＴＥＬ２３３－０５６８

中道南

渡
わたなべ

邉　初
は つ お

男
ＴＥＬ２６６－３４７５

里垣

平
ひらさわ

澤　友
ともよし

良
ＴＥＬ２３５－０８９０

山城

萩
はぎはら

原　　斉
ひとし

ＴＥＬ２４１－３３２２

中道南

塚
つ か だ

田　泰
やすひで

英
ＴＥＬ２６６－３９３６

甲運

望
もちづき

月　典
の り お

雄
ＴＥＬ２３７－３６８２

山城

越
こしいし

石　和
かずあき

昭
ＴＥＬ２４１－２７５３

上九

佐
さ の

野　勝
かつのり

紀
ＴＥＬ０５５５－８８－２０２１

甲運

埴
はにはら

原　久
ひさのり

德
ＴＥＬ２３３－１４０２

山城

市
いちむら

村　秀
ひでとし

俊
ＴＥＬ２４１－２５４７

中道北

米
よねやま

山　伸
しんいち

一
ＴＥＬ２６６－２７５０

山城

向
むこうやま

山　章
あ き お

夫
ＴＥＬ２４１－４１７４

中道北

深
ふ か だ

田　喜
よしのり

徳
ＴＥＬ２６６－２５０４

大里

齊
さいとう

藤　藤
ふ じ お

雄
ＴＥＬ２４１－６７７２

中道北

小
お ざ わ

澤　　博
ひろし

ＴＥＬ２６６－２２４８

第23期 甲府市農業委員

第１期 甲府市農地利用最適化推進委員

任期：平成29年7月31日～平成32年7月30日

任期：平成29年7月31日～平成32年7月30日

北ブロック（5名）

北ブロック（5名）

中ブロック（8名）

中ブロック（7名）

南ブロック（6名）

南ブロック（7名）
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第
13
期
農
地
銀
行
推
進
員
が
、

平
成
29
年
7
月
か
ら
３
年
間
の

任
期
で
、
次
の
と
お
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
担
当
地
区
の
農
地
銀
行
推

進
員
に
は
、
農
地
の
結
び
付
き

活
動
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
い

ま
す
。

第
13
期
農
地
銀
行
推
進
員

敬
称
略
（
町
名
等
）

★
里
垣
地
区

　
・
平
澤
友
良
（
東
光
寺
）

　
・
矢
﨑
正
勝
（
善
光
寺
）

　
・
貴
家
栄
一
（
酒
折
）

★
甲
運
地
区

　
・
森
　
信
二
（
横
根
）

　
・
加
賀
美
一
吉
（
横
根
）

　
・
田
野
口
　
勲
（
横
根
）

　
・
市
川
雅
文
（
横
根
）

　
・
埴
原
久
德
（
桜
井
）

　
・
杉
原
正
芳
（
桜
井
）

　
・
望
月
典
雄
（
川
田
）

　
・
堀
井
公
雄
（
川
田
）

　
・
隺
田
　
勝
（
和
戸
）

　
・
落
合
正
友
（
和
戸
）

★
相
川
地
区

　
・
保
坂
敬
夫
（
上
積
翠
寺
）

　
・
中
澤
好
吉
（
下
積
翠
寺
）

　
・
山
本
光
信
（
古
府
中
）

　
・
中
澤
千
尋
（
塚
原
）

★
千
代
田
地
区

　
・
飯
沼
　
博
（
上
帯
那
）

　
・
末
木
瑞
夫
（
下
帯
那
）

　
・
植
田
　
泰
（
平
瀬
）

★
玉
諸
地
区

　
・
輿
水
昭
洋
（
蓬
沢
）

　
・
萩
原
靖
彦
（
西
高
橋
）

　
・
河
野
金
哉
（
七
沢
）

　
・
鷹
野
勝
也
（
上
阿
原
）

　
・
松
野
　
久
（
上
阿
原
）

　
・
川
隅
一
彦
（
向
）

　
・
栁
澤
　
榮
（
国
玉
）

　
・
落
合
洋
子
（
国
玉
）

　
・
田
中
由
美
（
国
玉
）

　
・
小
松
文
治
（
里
吉
）

★
大
鎌
田
地
区

　
・
向
井
公
雄
（
宮
原
・
堀
之
内
）

　
・
石
原
啓
太
（
高
室
）

★
二
川
地
区

　
・
齊
藤
藤
雄
（
西
下
条
）

　
・
菊
島
　
建
（
大
津
）

★
山
城
地
区

　
・
内
藤
邦
雄
（
下
小
河
原
）

　
・
關
野
　
登
（
上
）

　
・
倉
金
幸
広
（
上
）

　
・
萩
原
　
斉
（
増
坪
）

　
・
萩
原
爲
仁
（
増
坪
）

　
・
松
木
紀
一
（
小
瀬
）

　
・
越
石
和
昭
（
上
今
井
）

　
・
米
倉
　
賢
（
上
今
井
）

　
・
市
村
秀
俊
（
下
鍛
冶
屋
）

　
・
米
山
夫
佐
子
（
落
合
）

　
・
酒
井
正
秀
（
落
合
）

　
・
西
名
武
洋
（
西
油
川
）

　
・
佐
野
安
男
（
下
今
井
）

　
・
向
山
章
夫
（
小
曲
）

　
・
齊
藤
忠
男
（
中
）

　
・
久
保
島
　
平
（
東
下
条
）

★
中
道
地
区

　
・
米
山
伸
一
（
白
井
）

　
・
土
屋
三
千
雄
（
白
井
）

　
・
土
屋
正
人
（
上
曽
根
・
文
珠
）

　
・
若
尾
忠
昭
（
上
曽
根
・
中
村
）

　
・
小
澤
　
博
（
上
曽
根
・
宮
下
）

　
・
宮
沢
幸
洋
（
下
曽
根
・
東
）

　
・
深
田
喜
徳
（
下
曽
根
・
北
）

　
・
山
本
　
一
（
下
曽
根
・
西
）

　
・
米
山
幸
衛
（
右
左
口
・
上
宿
）

　
・
長
塚
吉
夫
（
右
左
口
・
中
宿
）

　
・
佐
々
木
茂
隆
（
右
左
口
・
下
宿
）

　
・
柿
嶋
　
敦
（
右
左
口
・
七
覚
）

　
・
渡
邉
初
男
（
心
経
寺
）

　
・
桑
本
袈
裟
康
（
中
畑
）

　
・
小
林
雅
宗
（
上
向
山
）

　
・
長
田
孝
夫
（
下
向
山
・
金
沢
）

　
・
塚
田
泰
英
（
下
向
山
・
松
本
）

★
上
九
一
色
地
区

　
・
佐
野
勝
紀
（
古
関
）

★
甲
府
市
農
業
協
同
組
合

　
・
米
倉
利
次
（
玉
諸
支
店
）

　
・
市
村
竜
太
郎

（
東
地
区
経
済
セ
ン
タ
ー
）

　
・
小
林
　
真

（
ア
ル
プ
ス
通
り
支
店
）

　
・
佐
藤
久
延
（
千
塚
支
店
）

　
・
長
田
直
樹
（
大
鎌
田
支
店
）

　
・
望
月
　
潤

　
　（
南
地
区
経
済
セ
ン
タ
ー
）

　
・
深
澤
孝
文
（
山
城
支
店
）

★
笛
吹
農
業
協
同
組
合

　
・
風
間
弘
樹
（
中
道
北
支
所
）

　
・
渡
辺
　
保
（
中
道
南
支
所
）

　　
特
　
徴

　
農
地
銀
行
の
農
地
貸
借
は
、

期
限
が
来
れ
ば
耕
作
権
が
発
生

す
る
こ
と
な
く
、
農
地
は
貸
し

手
に
返
っ
て
き
ま
す
。
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

正
式
な
貸
借
な
の
で
安
心
で
す
。

　
奨
励
金

　	

耕
作
地
50
ａ
以
上
に
な
る
認

定
農
業
者
又
は
耕
作
地
20
ａ

以
上
に
な
る
認
定
新
規
就
農

者
が
借
り
る
場
合
、
借
り
手

に
奨
励
金
が
出
ま
す
。

　	

認
定
新
規
就
農
者
（
認
定
さ

れ
て
３
年
以
内
の
方
）
に
農

地
を
貸
し
た
場
合
、
農
地
所

有
者
に
も
奨
励
金
が
出
ま
す
。

　【
10
ａ
当
た
り
の
奨
励
金
額
】

　
期
間
３
年
以
上
６
年
未
満

　
青
地
農
地
１
５
，
０
０
０
円

　
白
地
農
地
１
０
，
０
０
０
円

　
期
間
６
年
以
上

　
青
地
農
地
３
０
，
０
０
０
円

　
白
地
農
地
２
０
，
０
０
０
円

　
要
　
件

　	

農
地
銀
行
で
農
地
を
借
り
る

場
合
の
要
件

	

・
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

	

・	

借
り
手
の
農
業
従
事
日
数
が

年
間
150
日
以
上

	

・	

借
り
手
は
借
り
る
農
地
を
含

め
て
20
ａ
以
上
（
宮
本
・
能
泉
・

上
九
地
区
は
10
ａ
以
上
）
耕

作
し
て
い
る
こ
と

農
地
銀
行
推
進
員

　
　
　
　
　
新
体
制
に
つ
い
て
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甲
府
市
へ
の

提
言
書
に
対
す
る
回
答

　

農
業
委
員
会
が
平
成
29
年
度
の

甲
府
市
農
業
施
策
に
対
し
、
行
っ

た
提
言
書
（
平
成
28
年
9
月
21
日
）

に
対
す
る
市
の
回
答
（
平
成
29
年

５
月
31
日
）
で
す
。（
概
要
）

一
、
担
い
手
の
育
成
支
援

○ 

認
定
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

等
に
つ
い
て

 

・
平
成
29
年
度
に
お
け
る
担
い

手
育
成
支
援
と
し
て
、
本
市
独

自
の
農
地
銀
行
を
通
じ
た
認
定

新
規
就
農
者
へ
の
農
地
集
積
奨

励
金
に
つ
い
て
、
新
た
に
従
来

の
下
限
面
積
50
ア
ー
ル
を
20

ア
ー
ル
へ
下
げ
る
こ
と
と
し
ま

す
。

二
、
基
盤
整
備
の
促
進

○
農
業
用
水
路
の
水
質
保
全
対

　
策
に
つ
い
て

 

・
浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃

及
び
法
定
検
査
の
義
務
の
周
知

と
指
導
に
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

○
農
業
基
盤
整
備
と
一
級
河
川

　
の
諸
問
題
に
つ
い
て

 

・
農
道
の
拡
幅
整
備
等
に
つ
き

ま
し
て
、
重
要
度
や
危
険
度
等

に
応
じ
、
年
次
的
・
計
画
的
に

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
又

河
川
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

国
や
県
に
対
し
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

三
、
鳥
獣
害
対
策

○
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

 

・
新
規
狩
猟
免
許
所
有
者
の
確

保
・
育
成
の
た
め
、
新
規
に
狩

猟
免
許
を
取
得
し
た
方
及
び
銃

砲
所
持
許
可
を
取
得
し
た
方
を

対
象
に
、
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
受
講

　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕
作

放
棄
地
解
消
対
策
と
し
て
ハ
ン

マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
（
除
草
機
）

を
一
定
要
件
に
よ
り
、
無
料
で

貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
各
種
農
業
機
械

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
詳
し
く

は
農
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　
農
業
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
　
２
４
１
ー
５
６
１
６

　（
第
１
・
第
３
日
曜
日
休
館
）

　「
農
林
業
と
市
民
と
の
ふ
れ

あ
い
」
と
「
地
産
地
消
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
44
回
甲
府
市
農
林
業

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
旬
の
農
林
産
物
や
特
産
物
の

販
売
の
ほ
か
、
大
根
の
収
穫
体

験
、
野
菜
釣
り
、
木
工
細
工
体

験
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
花
ナ
デ
シ
コ

や
、
甘
酒
・
麦
茶
の
無
料
配
布

も
行
わ
れ
ま
す
。（
数
量
限
定
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
度

も
「
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
」
と

の
同
時
開
催
と
な
り
、
山
車
や

音
頭
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
10
月
28
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
前

　
農
政
課
　
振
興
係

　
　
℡
　
２
９
８
ー
４
８
３
３

平
成
29
年
度

樋口市長に提言書を渡す西名会長

ハンマーナイフモア（除草機）

料
と
射
撃
教
習
授
業
料
の
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
狩
猟
者
の
確
保
・
育

成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

四
、
地
産
地
消
の
推
進

○ 

甲
府
ブ
ラ
ン
ド
の
周
知
に
つ

い
て

 

・「
甲
府
の
証
」
と
し
て
認
定

し
た
優
れ
た
農
産
物
の
周
知
の

た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
シ
ー
ル
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
談

合
阪
SA
や
冨
士
の
国
や
ま
な
し

館
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
の

ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
PR

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も
周
知
宣
伝
と
販
路
拡
大
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

五
、
農
業
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

○
農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

・
平
成
29
年
度
よ
り
策
定
作
業

に
着
手
し
ま
す
（
仮
称
）「
甲

府
市
農
業
振
興
計
画
」
に
お
い

て
、
今
後
の
農
業
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
や
そ
の
方
向
性
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
解
消
の
ハ

ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
の

利
用
に
つ
い
て

第
44
回 

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー甲 

府 

市 

農 

政 

課
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農
地
法
第
三
十
条
に
基
づ
き

９
月
中
旬
か
ら
市
内
全
農
地
を

対
象
に
遊
休
農
地
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
員
に
よ
る
農
地

へ
の
立
ち
入
り
や
聞
き
取
り
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
こ
の
３
条
件
が
必
須
で
す
。

受
給
者
名
義
へ
の
再
変
更
は

　

 

禁
止
「
名
義
は
後
継
者
で
す
」

①
農
業
所
得
の
納
税
申
告
名
義

②
経
営
所
得
安
定
対
策
申
請
名
義

③
農
業
共
済
の
共
済
関
連
名
義

④
農
業
協
同
組
合
員
名
義

⑤
土
地
改
良
区
組
合
員
名
義

　
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
が
①

〜
⑤
の
諸
名
義
を
受
給
者
名
義

に
再
変
更
す
る
こ
と
は
支
給
停

止
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の

皆
様
の
農
業
経
営
状
況
・
家
族

構
成
等
を
把
握
す
る
た
め
、
農

地
台
帳
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
秋
、
農
地
台
帳
調
査
票

を
郵
送
し
、
調
査
票
に
現
況
を

ご
記
入
し
て
頂
き
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
郵
送
に
て
提
出
し

て
頂
く
こ
と
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
農
家
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５
ー
２
３
７
ー
５
８
９
２

農
地
台
帳
調
査
票
の

ご
依
頼
に
つ
い
て

農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
い
ま
す

経
営
移
譲
年
金

受
給
者
の
注
意
事
項

老
後
の
備
え
と
し
て

農
業
者
年
金
へ
ご
加
入
下
さ
い

送付する予定の農地台帳調査票で、農家の皆様にご記入して頂く内容については、以下のとおりです。

①世帯員及び
就業状況等に
ついて

氏名 同一世帯で農業に従事している人を記入して下さい。
続柄 世帯主については住民票の世帯主を、その他の人は世帯主からみた続柄を記入して下さい。

経営主 世帯における農業の中心的な働き手で、経済上の実質的な責任者となる方。
（必ずしも住民票上の世帯主と同じとは限りません。）

従事日数 年間の農業に従事した日数を記入して下さい。
就業状況 年間の農業従事程度により、当てはまる項目に◯をして下さい。

②経営意向に
ついて

農業志向 農業経営志向により、当てはまる項目に◯をして下さい。
経営計画 農業経営計画により、当てはまる項目に◯をして下さい。
部門名 米・畜産・果樹・そさい・その他について、主要なものに◯をして下さい。
規模拡大／縮小 主要な部門について、今後経営規模の意向を拡大又は縮小に当てはまる場合◯をつけて下さい。
規模拡大／縮小
の方法 今後経営規模を拡大又は縮小する方法について、当てはまる項目に◯をして下さい。

規模拡大／縮小
面積 今後経営規模を拡大又は縮小する農地の面積を記入して下さい。

③営農状況に
ついて

販売収入順位 農作物の販売収入について、第１位から第３位の部門について当てはまる項目に○をつけて下 
さい。

主要作目・規模 主要作目の名前と面積をご記入下さい。
家畜・頭数（羽数） 家畜の名前と頭数（羽数）を記入して下さい。
主要農機具の
保有状況 それぞれ該当するところに数量を記入して下さい。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
活

躍
す
る
新
規
就
農
者
と
、
就
農

を
目
指
し
、
現
在
研
修
中
の
就

農
予
定
者
で
す
。
新
規
就
農
者

の
方
々
は
、
今
で
は
顔
、
名
前

も
覚
え
て
も
ら
え
、
す
っ
か
り

地
域
の
一
員
と
し
て
溶
け
込
み
、

認
め
ら
れ
て
来
て
お
り
ま
す
。

栽
培
作
物
は
地
域
性
に
合
わ
せ

て
ブ
ド
ウ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

な
す
、
イ
チ
ゴ
、
ス
モ
モ
、
桃
、

野
菜
全
般
で
す
。
各
自
が
し
っ

か
り
と
し
た
年
間
経
営
計
画
を

立
て
て
、
一
日
も
早
く
、
専
業

農
家
の
◯
◯
で
す
と
胸
を
張
っ

て
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

の
、
ま
た
、
就
農
予
定
者
の
方
々

か
ら
は
就
農
に
向
け
、
頑
張
っ

て
研
修
し
て
い
ま
す
と
の
爽
や

か
な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
編
集
委
員
の
皆
様
始
め
、
原

稿
や
写
真
、
さ
ら
に
取
材
に
応

じ
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
ご

協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
紹
介

編

集

後

記


